
名神高速道路と木曽川右岸堤防との緊急開口部において

陸上自衛隊車両による資機材搬出訓練を実施しました

木曽川上流河川事務所は、NEXCO中日本羽島保全・サービスセンターと合同で、名神高速道路と木曽川右岸堤防をつなぐ緊急

開口部（Ｈ３０．３完成）において、資機材搬出訓練を実施しました。訓練には陸上自衛隊や羽島市も参加し、緊急資機材を積んだ
陸上自衛隊の大型ダンプが緊急開口部から河川堤防に乗り入れることを想定して、実際に取付道路を走行しました。

●日 時 ： 平成３０年５月１５日（火） １４：００～１４：４５
●場 所 ： 名神高速道路と木曽川右岸堤防との交差部
●参加機関 【合計約３０名】

＊国土交通省木曽川上流河川事務所
＊NEXCO中日本羽島保全・サービスセンター
＊陸上自衛隊第１０師団第３５普通科連隊
＊羽島市 （来賓）

木曽川上流河川事務所

●参加車両 【合計５台】
＊河川パトロール車、対策本部車 （国交省）
＊高速道路パトロール車 （NEXCO中日本)
＊高機動車 （陸上自衛隊）
＊大型ダンプ （陸上自衛隊）

平成３０年３月に完成した緊急開口部

開 会 式
（堀事務所長挨拶） 連絡訓練（一時使用の協議） 門扉の開閉 緊急開口部の説明

陸上自衛隊の大型ダンプによる資機材搬出訓練
～緊急開口部より河川堤防への乗り入れを想定～

対策本部車において対策会議 閉 会 式
（ＮＥＸＣＯ所長講評）


